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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電圧印加に伴う充電状態で発光する容量性画素を備えた表示パネルのための駆動装置に
おいて、
　前記容量性画素に対するデータ電圧の印加制御を出力段回路を通じて行うデータ電圧駆
動回路と、
　オン状態で前記データ電圧駆動回路に電源電圧を与える第１のスイッチング手段と、
　オン状態で前記容量性画素の充電電荷を放電させる第２のスイッチング手段と、
　前記データ電圧駆動回路の外付け回路として構成され、前記第１のスイッチング手段を
通じて流れる電流及び前記第２のスイッチング手段を通じて流れる電流の少なくとも一方
を、前記第１のスイッチング手段または前記第２のスイッチング手段と組み合わされて定
電流化する定電流回路と、
　外部から与えられる画像データに基づいて前記データ電圧駆動回路の出力段回路をオン
又はオフした状態で前記第１のスイッチング手段をオンすると共に、前記第２のスイッチ
ング手段をオフし、その後に所定の表示時間が経過したときに第１のスイッチング手段を
オフして第２のスイッチング手段をオンする制御を行う制御手段とを備えたことを特徴と
する表示パネル用駆動装置。
【請求項２】
　データ電極及び走査電極間に容量性画素が形成された表示パネルを駆動するためのもの
であって、前記容量性画素に対して、データ電圧駆動回路からのデータ電圧と走査電圧駆
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動回路からの走査電圧との合成電圧を正負のフィールド毎に交互に極性反転させた状態で
印加するようにした表示パネル用駆動装置において、
　オン状態で前記データ電圧駆動回路の電源端子を外部電源に接続する第１のスイッチン
グ手段と、
　オン状態でデータ電圧駆動回路の電源端子をグラウンドに接続する第２のスイッチング
手段と、
　前記データ電圧駆動回路の外付け回路として構成され、前記第１のスイッチング手段を
通じて流れる電流及び前記第２のスイッチング手段を通じて流れる電流の少なくとも一方
を、前記第１のスイッチング手段または前記第２のスイッチング手段と組み合わされて定
電流化する定電流回路と、
　外部から与えられる画像データに基づいて前記データ電圧駆動回路の出力段回路をオン
又はオフした状態で前記第１のスイッチング手段をオンすると共に、前記第２のスイッチ
ング素子をオフし、その後に所定の表示時間が経過したときに第１のスイッチング手段を
オフして第２のスイッチング手段をオンするように前記データ電圧駆動回路を内蔵したカ
ラムドライバＩＣの制御を行う制御手段とを備えたことを特徴とする表示パネル用駆動装
置。
【請求項３】
　前記第１及び第２のスイッチング手段は、ＭＯＳＦＥＴにより構成され、
　前記定電流回路は、前記ＭＯＳＦＥＴのソース側に負帰還抵抗を挿入することにより構
成されたものであることを特徴とする請求項１または２記載の表示パネル用駆動装置。
                                                                                

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無機ＥＬ表示パネルやプラズマディスプレイパネルのような比較的高電圧で
駆動される電圧駆動型の表示パネルのための駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばドットマトリクスタイプの無機ＥＬ表示パネルは、発光層の両側に、複数本ずつ
の走査電極及びデータ電極をマトリクス配置した構造（通常は、発光層と走査電極及びデ
ータ電極との各間にそれぞれ絶縁膜を配置した二重絶縁膜構造が採用されることが多い）
となっており、各電極が交差する位置に形成された表示画素を、走査電極の線順次走査を
行うためのロウドライバＩＣ及びデータ電極を駆動するためのカラムドライバＩＣなどを
備えた駆動装置により発光させる構成となっている。このような無機ＥＬ表示パネルは容
量性負荷となるため、データ電極に対し例えば０（Ｖ）からＶｈ（Ｖ）までステップ状に
立ち上がる電圧を印加すると、次式に示すような負荷電流Ｉが過渡的に流れるようになる
。
【０００３】
　Ｉ（ｔ）＝（Ｖｈ／ｒ）×ｅｘｐ（－ｔ/τ）
　但し、ｔは初期状態からの経過時間、ｒは配線抵抗などによる抵抗成分、τは時定数τ
（ｒ×負荷容量）を示す。
　従って、データ電極に対する電圧印加時には、その初期状態（ｔ＝０）において瞬間的
にＶｈ／ｒという大きなピーク電流が流れることになって、カラムドライバＩＣでのスイ
ッチングノイズの原因になる。この電流は立ち上がりが急峻であるため大きな高周波電流
の発生要因となるが、無機ＥＬ表示パネルでは印加電圧Ｖｈとして５０Ｖという高電圧を
使用するため、液晶表示パネルなどに比べて高周波電流が更に大きくなって、これが無視
できないレベルの高周波ノイズの発生源になるという問題点があった。
【０００４】
　このようなノイズ対策のために、従来では、特許文献１に見られるように、電磁波シー
ルド性を有した接着フィルムにより電磁シールドを行う手段、或いは特許文献２に見られ
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るように、駆動電圧系配線のインピーダンスを低く抑えて高周波のピーク電流の流れに起
因したノイズ発生を抑制する手段などが考えられている。また、これ以外にも、デカップ
リングコンデンサやノイズフィルタを接続したり、出力段に外付け抵抗を挿入したりする
など、一般的な対策も種々存在する。
【特許文献１】特開平１０－４１６８２号公報
【特許文献２】特開２０００－２５０４２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のような対策は、発生した高周波ノイズを減衰させるという受動的なもので、ノイ
ズ発生源からのノイズ自体のレベルを抑えるという対策ではなく、特に、無機ＥＬ表示パ
ネルのカラムドライバＩＣのスイッチングノイズ対策として十分とは言えないものであっ
た。その理由は、例えば、マイコンなどにおけるクロックノイズは、マイコン内部が発振
源になるものであって、その電流ループが小さい面積となるため、従来のコンデンサやフ
ィルタを使用する手段で高周波ノイズをマイコン内部で抑え込み易いという事情がある。
しかしながら、無機ＥＬ表示パネル用駆動装置の場合は、最も高電圧であるロウドライバ
ＩＣの出力電流のスイッチングノイズより、カラムドライバＩＣの出力電流のスイッチン
グノイズの方がノイズ源として支配的であり、実験によれば、カラムドライバＩＣのノイ
ズに与える寄与度はロウドライバＩＣに比べて、約７．５倍（分散比）と大きく、カラム
ドライバＩＣのスイッチングノイズがなくなれば１０ｄＢ以上の低減が可能である。
【０００６】
　また、実験によって、高周波電流の経路は、（１）カラムドライバＩＣから、無機ＥＬ
表示パネルを経由してカラムドライバＩＣへ戻る経路、（２）カラムドライバＩＣから、
無機ＥＬ表示パネルを介してロウドライバＩＣに入り、そのロウドライバＩＣの高電圧電
源回路、走査電圧極性切替回路を経由してカラムドライバＩＣの電源回路へ戻る経路など
の複雑な伝播経路があることが分かった。このように、電流ループが大きな面積となるた
め、従来のコンデンサやフィルタなどのノイズ対策部品によるノイズ抑制効果が非常に小
さくなるという問題点がある。
【０００７】
　上記のように高周波電流が大きな面積の電流ループを流れる状態においてノイズ発生を
抑制するためには、ノイズ源となる高周波電流のピーク値を抑えるという対策が有益であ
ることは明白であるが、更に、電流変化を小さく抑えることに着目した。このような対策
としては、ドライバＩＣの多くの出力そのものを、それぞれ定電流出力化する手段が考え
られる。しかしながら、このような手段では、ドライバＩＣのチップ面積の増大によるコ
ストアップ、並びに放熱対策が別途に必要となることに伴うコストアップを招くと共に、
新たなチップ設計を伴うために多額の開発費が必要になるなどの新たな問題点があり、量
産化に適さない。従って、現在量販されている汎用ドライバＩＣを用いながら、前記対策
を実施する方法として、定電流機能を有するノイズ対策回路を１つにまとめて外付けで追
加することによって対処することが望ましい。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、データ電圧駆動回路の動
作に伴い発生する高周波ノイズを、コストアップを抑制した状態で効果的に低減可能とな
る表示パネル用駆動装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の表示パネル用駆動装置によれば、制御手段は、外部からの画像データに
基づいてデータ電圧駆動回路の出力段回路をオンし、このオン状態から、第１のスイッチ
ング手段をオンすると共に第２のスイッチング手段をオフする。すると、データ電圧駆動
回路に対して、第１のスイッチング手段を通じて電源電圧が与えられるため、当該データ
電圧駆動回路内の出力段回路から容量性画素に対してデータ電圧が印加されるようになっ
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て、その容量性画素の充電が行われる。制御手段は、上記のようなデータ電圧の印加状態
を所定の表示時間だけ継続した後に、第１のスイッチング手段をオフすると共に第２のス
イッチング手段をオンするものであり、これに応じて、容量性画素の充電電荷が第２のス
イッチング手段を通じて放電されるようになる。この場合、第１のスイッチング手段を通
じて流れる充電電流及び第２のスイッチング手段を通じて流れる放電電流の少なくとも一
方を定電流化する定電流回路が設けられているから、それら充電電流及び放電電流の少な
くとも一方の急激な変化が抑制され、これにより高周波電流が抑えられて高周波ノイズが
発生し難くなる。また、第１及び第２のスイッチング手段、定電流回路、制御手段は、デ
ータ電圧駆動回路の外付け回路として構成できるから、当該データ電圧駆動回路として市
販されている汎用ドライバＩＣを利用できるようになり、結果的に新たなチップ設計など
を行う場合に比べてコストアップの大幅な抑制を実現できるようになる。尚、定電流回路
が、充電電流及び放電電流の双方を定電流化する構成であった場合には、上記ノイズ抑制
効果を一段と高め得るものである。
【００１０】
　請求項２記載の表示パネル用駆動装置においては、容量性画素に対する充電電流が第１
のスイッチング手段を通じて流れると共に、容量性画素からの放電電流が第２のスイッチ
ング手段を通じて流れることになるが、第１のスイッチング手段を通じて流れる電流及び
第２のスイッチング手段を通じて流れる電流の少なくとも一方を定電流化する定電流回路
が設けられているから、上記のように流れる充電電流及び放電電流の少なくとも一方の急
激な変化が抑制される。この結果、高周波電流が抑えられて高周波ノイズが発生し難くな
る。また、第１及び第２のスイッチング手段、定電流回路、制御手段は、データ電圧駆動
回路の外付け回路として構成できるから、当該データ電圧駆動回路として市販されている
汎用ドライバＩＣを利用できるようになり、結果的に新たなチップ設計などを行う場合に
比べてコストアップの大幅な抑制を実現できるようになる。尚、この場合においても、定
電流回路が、充電電流及び放電電流の双方を定電流化する構成であった場合には、上記ノ
イズ抑制効果を一段と高め得るものである。
                                                                                
【００１１】
　請求項３記載の表示パネル用駆動装置によれば、定電流回路をきわめて簡単な構成で実
現できてコストダウンに寄与できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明を無機ＥＬ表示パネル用駆動装置に適用した一実施例について図面を参照
しながら説明する。
　図２には、ドットマトリクス型の無機ＥＬ表示パネル（以下、ＥＬパネルと略称）１を
駆動するための駆動装置の電気的構成が機能ブロックの組合せにより示されている。この
図２において、ＥＬパネル１は、具体的に図示しないが、透明ガラス基板上に、第１電極
、第１絶縁層、発光層、第２絶縁層、第２電極を真空蒸着やスパッタリングなどにより順
次積層した周知の基本構造を有するものであり、走査電極として使用される第１電極及び
データ電極として使用される第２電極は、互いに直交したマトリクス配置とされ、以て走
査電極及びデータ電極の各交点にＥＬ素子（画素に相当）が形成される構成となっている
。尚、少なくとも第１電極及び第１絶縁層は透明材料により構成される。
【００１３】
　車載バッテリなどから１２Ｖ電源出力を受ける電源回路２は、フライバックトランス、
スイッチングレギュレータ、シリーズレギュレータなど（何れも図示せず）を含んで構成
されたもので、例えば、出力電圧が５０Ｖの電源＋５０Ｖ、並びに電源出力と絶縁した状
態の２００Ｖ、５Ｖ及び０Ｖの各電源Ｆ２００Ｖ、Ｆ５Ｖ、ＦＧＮＤを実現している。尚
、Ｆ２００Ｖ、Ｆ５Ｖ、ＦＧＮＤの「Ｆ」は、絶縁電源であることを示す。
【００１４】
　ＥＬパネル１の走査電極を走査するために設けられたロウドライバＩＣ３（走査電圧駆
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動回路に相当）は、そのロジック部の電源が、電源回路２の電源Ｆ５Ｖから与えられると
共に、ドライバ部の電源が、電源回路２の電源Ｆ２００Ｖから後述する走査電圧極性切替
回路４を通じて与えられる。また、ロウドライバＩＣ３のロジック・グラウンド及びドラ
イバグラウンドは、電源回路２の電源ＦＧＮＤから走査電圧極性切替回路４を通じて与え
られる。
【００１５】
　ＥＬパネル１のデータ電極を駆動するために設けられたカラムドライバＩＣ５（データ
電圧駆動回路に相当）は、そのロジック部の電源として＋５Ｖを使用しており、ドライバ
部の電源は、電源回路２の電源＋５０Ｖの出力を受ける電源電圧切替回路６から供給され
る。また、カラムドライバＩＣ５のロジック・グラウンド及びドライバグラウンドは、グ
ラウンドＧＮＤ（０Ｖ）から与えられる。
【００１６】
　ロウドライバＩＣ３及びカラムドライバＩＣ５の制御タイミングを生成するための制御
ＩＣ７（制御手段に相当）は、フレームメモリ（表示データＲＡＭ）を内蔵したもので、
その入出力部の電源として＋５Ｖを使用し、ＩＣ内部の電源として＋３．３Ｖを使用する
構成となっている。この制御ＩＣ７は、以下、（１）及び（２）の機能を備えたものであ
る。
【００１７】
　（１）システムバスを通じて与えられるフレーム表示データを取り込む機能、具体的に
は、外部のマイコンシステムから与えられる制御コマンド（チップセレクト信号、書き込
み信号、レジスタセレクト信号）及び映像信号（所定ビット数のデータ信号）を入力し、
内部レジスタへ各制御コマンドの書き込みを行うと共に、フレームメモリへ上記映像信号
に対応した表示データの書き込みを行う機能。
【００１８】
　（２）フレームメモリから読み出した表示データに基づいて、ロウドライバＩＣ３及び
走査電圧極性切替回路４のための制御信号（データ信号、クロック信号、極性反転信号）
、カラムドライバＩＣ５のための制御信号（データ信号、クロック信号、データストロー
ブ信号、反転入力データ信号）、電源電圧切替回路６のための制御信号（タイミング信号
Ａ及びＢ）を出力する機能。
【００１９】
　一方、上記走査電圧極性切替回路４は、制御ＩＣ７からの制御信号（極性反転信号）に
よって、ロウドライバＩＣ３の出力を正フィールド期間（ＥＬパネル１の走査電極に正の
走査電圧を順次与える期間）及び負フィールド期間（走査電極に負の走査電圧を順次与え
る期間）で極性反転させるためのもので、電源回路２の電源＋５０Ｖ、Ｆ２００Ｖ、ＦＧ
ＮＤ、並びにグラウンドＧＮＤに接続されている。また、＋５Ｖ電源及びグラウンドＧＮ
Ｄに接続されたアイソレータ８は、電源回路２の電源Ｆ５Ｖ及びＦＧＮＤを走査電圧極性
切替回路４を通じて受けるようになっており、制御ＩＣ７からの制御信号（データ信号及
びクロック信号）をフォトカプラなどによりレベル変換してロウドライバＩＣ３に与える
。
【００２０】
　上記制御信号を受けるロウドライバＩＣ３は、内部のシフトレジスタにデータ信号を格
納すると共に、そのシフトレジスタをクロック信号によって走査することで、ＥＬパネル
１の走査電極の線順次走査を行うものであり、この走査時には、上記のような走査電圧極
性切替回路４の極性反転機能に基づいて、正フィールド期間に＋２５０Ｖ、負フィールド
期間に－２００Ｖの電圧出力となるように制御する。
【００２１】
　制御ＩＣ７からの制御信号（データ信号、クロック信号、データストローブ信号、反転
入力データ信号）を受けるカラムドライバＩＣ５は、データ信号をクロック信号に基づい
てシリアル‐パラレル変換し、ロウドライバＩＣ３で選択された走査電極上の各ＥＬ素子
に対応するデータを全て転送した後にデータストローブ信号でラッチすることにより、発
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光対象のＥＬ素子が存在するデータ電極に対してデータ電圧（０Ｖまたは５０Ｖ）を与え
るように制御する。
【００２２】
　つまり、カラムドライバＩＣ５は、ロウドライバＩＣ３に同期させてデータ電極に０Ｖ
または５０Ｖのデータ電圧を出力することで、ＥＬパネル１の各ＥＬ素子の発光／非発光
を決める。具体的には、ロウドライバＩＣ３から＋２５０Ｖの走査電圧が出力される正フ
ィールド期間には、発光対象のＥＬ素子が存在するデータ電極に対して、当該ＥＬ素子が
存在する走査電極の走査に同期して０Ｖのデータ電圧を出力することにより、そのＥＬ素
子にデータ電圧及び走査電圧の合成電圧である２５０Ｖの差電圧を印加してこれを発光さ
せる。このとき、非発光のＥＬ素子が存在する走査電極が走査されるタイミングでは５０
Ｖのデータ電圧を出力することにより、当該ＥＬ素子に印加される差電圧が２００Ｖとな
るように制御し、その発光素子の発光を阻止する。また、ロウドライバＩＣ３から－２０
０Ｖの走査電圧が出力される負フィールド期間には、発光対象のＥＬ素子が存在するデー
タ電極に対して、当該ＥＬ素子が存在する走査電極の走査に同期して５０Ｖのデータ電圧
を出力することにより、そのＥＬ素子にデータ電圧及び走査電圧の合成電圧である２５０
Ｖの差電圧を印加してこれを発光させる。このとき、非発光のＥＬ素子が存在する走査電
極が走査されるタイミングでは０Ｖのデータ電圧を出力することにより、当該ＥＬ素子に
印加される差電圧が２００Ｖとなるように制御し、その発光素子の発光を阻止する。
【００２３】
　尚、ＥＬ素子は交流電圧を印加することで発光するため、正フィールドと負フィールド
とでカラムドライバＩＣ５の出力を反転させる必要があり、このため、カラムドライバＩ
Ｃ５では、制御ＩＣ７からの反転入力データ信号に従ってフィールド毎に入力データを反
転させる構成となっている。
　カラムドライバＩＣ５に対し５０Ｖの電源を供給するために設けられた電源電圧切替回
路６は、図１に示すような回路構成とされている。尚、図１においては、カラムドライバ
ＩＣ５の出力段回路９が１つのデータ電極に対応した部分のみ示されている。この出力段
回路９は、電源端子ＶDD及びＶSS（グラウンドＧＮＤ）間に、ＰＭＯＳＦＥＴ１０及びＮ
ＭＯＳＦＥＴ１１のプッシュプル回路を接続して構成されたもので、各ＭＯＳＦＥＴ１０
及び１１のドレインがデータ電極に接続されている。
【００２４】
　電源電圧切替回路６において、第１の定電流回路１２は、電源回路２の電源＋５０Ｖと
カラムドライバＩＣ５の電源端子ＶDDとの間に、負帰還抵抗として機能する抵抗１２ａ及
びＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂ（第１のスイッチング手段に相当）のソース・ドレイン間の直列
回路を接続して構成されている。この場合、上記電源＋５０ＶとグラウンドＧＮＤとの間
には、抵抗１３ａ、１３ｂ及びＮＭＯＳＦＥＴ１３ｃのドレイン・ソース間が直列に接続
されており、当該抵抗１３ａ及び１３ｂの共通接続点に対して第１の定電流回路１２内の
ＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂのゲートが接続されている。また、上記ＮＭＯＳＦＥＴ１３ｃのゲ
ートには、制御ＩＣ７から制御信号として出力されるタイミング信号Ａが与えられる構成
となっている。
【００２５】
　更に、電源電圧切替回路６において、第２の定電流回路１４は、カラムドライバＩＣ５
の電源端子ＶDDとグラウンドＧＮＤとの間に、ＮＭＯＳＦＥＴ１４ａ（第２のスイッチン
グ手段に相当）のドレイン・ソース間及び負帰還抵抗として機能する抵抗１４ｂの直列回
路を接続して構成されている。この場合、上記ＮＭＯＳＦＥＴ１４ａのゲートには、制御
ＩＣ７から制御信号として出力されるタイミング信号Ｂが与えられる構成となっている。
　尚、上記第１及び第２の定電流回路１２及び１４は、電流を例えば１００ｍＡ程度以下
に抑える構成であることが望ましい。
【００２６】
　さて、上記のように構成された電源電圧切替回路６は制御ＩＣからのタイミング信号Ａ
及びＢにより動作されるものであり、以下においては、その動作内容について関連した作
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用と共に説明する。
【００２７】
［１］負フィールド時
　＜ステップ１＞
　制御ＩＣ７は、タイミング信号Ａを「Ｌ」、タイミング信号Ｂを「Ｈ」とすることによ
り、ＮＭＯＳＦＥＴ１３ｃ及びＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂをオフすると共に、ＮＭＯＳＦＥＴ
１４ａをオンし、以てカラムドライバＩＣ５の電源端子ＶDDに与える電圧を０Ｖとする。
【００２８】
　＜ステップ２＞
　制御ＩＣ７からカラムドライバＩＣ５に制御信号（データ信号、クロック信号、データ
ストローブ信号、反転入力データ信号）を与える。これによりカラムドライバＩＣ５にお
いては、データ信号をクロック信号に基づいてシリアル‐パラレル変換し、その出力段の
データが確定した後にデータストローブ信号でラッチするようになる。これに応じて、図
１の例では、ＥＬ素子を発光させる場合は出力段回路９を構成するＰＭＯＳＦＥＴ１０が
オンされ、ＥＬ素子を発光させない場合は出力段回路９を構成するＮＭＯＳＦＥＴ１１が
オンされる。
【００２９】
　＜ステップ３＞
　制御ＩＣ７は、タイミング信号Ａを「Ｈ」、タイミング信号Ｂを「Ｌ」とすることによ
り、ＮＭＯＳＦＥＴ１３ｃ及びＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂをオンすると共に、ＮＭＯＳＦＥＴ
１４ａをオフし、以てカラムドライバＩＣ５の電源端子ＶDDに与える電圧を５０Ｖとする
。この時点では、出力段回路９のＰＭＯＳＦＥＴ１０がオン状態にある画素は、対応する
データ電極に比較的高い電圧が印加されてＥＬ素子が充電されることになる。この充電時
の過渡状態において、第１の定電流回路１２では、抵抗１２ａに電流が流れることにより
ＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂのゲート・ソース間電位がある一定電圧で安定した状態になるとい
う負帰還がかかるようになり、これに伴う定電流制御動作によってＥＬ素子に対する出力
電流の急激な増大が抑制される。この結果、電圧印加時において、カラムドライバＩＣ５
の出力電流の立ち上がりが鈍化するようになるから、高周波電流が抑えられて高周波ノイ
ズが発生し難くなる。
　この場合、上述の急激な増加が抑制された電流は、走査電極を介して、出力段回路９の
ＮＭＯＳＦＥＴ１１がオン状態にある画素、即ち、非発光画素に流れ込み、ＮＭＯＳＦＥ
Ｔ１１を介してＧＮＤへ流れる。この経路は、［発明が解決しようとする課題］で示した
ノイズ経路の（１）に当たる。従って、発光画素、非発光画素を流れる電流は、共に、急
激な増加が抑制されている。
　また、ロウドライバＩＣから走査電圧を印加することでＥＬ素子を発光させる。このと
き、［発明が解決しようとする課題］で示した（２）のノイズ経路で電流が流れるが、ロ
ウドライバＩＣのオン抵抗はカラムドライバＩＣのオン抵抗に比較して高いので、（１）
のノイズ経路に比べれば、発生するノイズは小さい。
【００３０】
　＜ステップ４＞
　制御ＩＣ７は、タイミング信号Ａを「Ｈ」、タイミング信号Ｂを「Ｌ」とした状態、つ
まり電源端子ＶDDに与える電圧を５０Ｖとした状態を所定の表示時間（通常、約２０μ秒
）だけ保持し、以てＥＬ素子の発光を継続させる。
【００３１】
　＜ステップ５＞
　制御ＩＣ７は、上記表示時間経過後に、タイミング信号Ａを「Ｌ」、タイミング信号Ｂ
を「Ｈ」とすることにより、ＮＭＯＳＦＥＴ１４のみをオンした状態に戻し、カラムドラ
イバＩＣ５の電源端子ＶDDに与える電圧を０Ｖとする。これにより、ＥＬ素子の発光画素
に蓄積されたデータ電圧分（５０Ｖ）の充電電荷がＰＭＯＳＦＥＴ１０の寄生ダイオード
及び上記ＮＭＯＳＦＥＴ１４ａを通じて放電される。この放電時の過渡状態において、第
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２の定電流回路１４では、抵抗１４ｂに電流が流れることによりＮＭＯＳＦＥＴ１４ａの
ゲート・ソース間電位がある一定電圧で安定した状態になるという負帰還がかかるように
なり、これに伴う定電流制御動作によってＥＬ素子からの放電電流の急激な減少が抑制さ
れる。この結果、電圧印加時において、カラムドライバＩＣ５の出力電流の立ち下がりが
鈍化するようになるから、高周波電流が抑えられて高周波ノイズが発生し難くなる。
　また、ロウドライバＩＣの走査を終了する。このとき、［発明が解決しようとする課題
］で示した（２）のノイズ経路で電流が流れるが、前述のように、ロウドライバＩＣのオ
ン抵抗はカラムドライバＩＣのオン抵抗に比較して高いので、（１）のノイズ経路に比べ
れば、発生するノイズは小さい。
【００３２】
　＜ステップ６＞
　ステップ２～５の動作を、いわゆる線順次走査方式によって、１画面分、繰り返す。そ
の後、次の正フィールドにより駆動する。
【００３３】
［２］正フィールド時
　＜ステップ１＞
　カラムドライバＩＣの制御は、負フィールド＜ステップ１＞と同じ。但し、このときは
まだ、ロウドライバＩＣから走査電圧（＋２５０Ｖ）は印加しない。理由は、発光画素も
非発光画素も全てカラム電極に０Ｖが印加されることになり、ロウドライバＩＣから走査
電圧が印加されていると、全ての画素が発光してしまうからである。
【００３４】
　＜ステップ２＞
　カラムドライバＩＣの制御は、負フィールド＜ステップ２＞と同じ。このときもまだ、
ロウドライバＩＣから走査電圧（＋２５０Ｖ）は印加しない。
【００３５】
　＜ステップ３＞
　カラムドライバＩＣの制御は、負フィールド＜ステップ３＞と同じ。このとき、カラム
ドライバＩＣ５の出力電流の立ち上がりが鈍化するようになるから、高周波電流が抑えら
れて高周波ノイズが発生し難くなる。
　カラムドライバＩＣの制御が完了後、ロウドライバＩＣから走査電圧（＋２５０Ｖ）を
印加する。このとき、［発明が解決しようとする課題］で示した（２）のノイズ経路で電
流が流れるが、＜負フィールド＞の項でも述べたように、ロウドライバＩＣのオン抵抗は
カラムドライバＩＣのオン抵抗に比較して高いので、（１）のノイズ経路に比べれば、発
生するノイズは小さい。
【００３６】
　＜ステップ４＞
　カラムドライバＩＣの制御は、負フィールド＜ステップ４＞と同じ。
【００３７】
　＜ステップ５＞
カラムドライバＩＣの制御をする前に、ロウドライバＩＣの走査を終了する。このとき、
［発明が解決しようとする課題］で示した（２）の逆のノイズ経路で電流が流れるが、＜
負フィールド＞の項でも述べたように、ロウドライバＩＣのオン抵抗はカラムドライバＩ
Ｃのオン抵抗に比較して高いので、（１）のノイズ経路に比べれば、発生するノイズは小
さい。
　次に、カラムドライバＩＣの制御は、負フィールド＜ステップ５＞と同じ。このとき、
［発明が解決しようとする課題］で示した（１）のノイズ経路で電流が流れるが、＜負フ
ィールド＞の項でも説明したように、カラムドライバＩＣ５の出力電流の立ち上がりが鈍
化するようになるから、高周波電流が抑えられて高周波ノイズが発生し難くなる。
【００３８】
　＜ステップ６＞
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　ステップ２～５の動作を、いわゆる線順次走査方式によって、１画面分、繰り返す。そ
の後、次の負フィールドに戻って、同様の操作を繰り返す。
【００３９】
　以上、要するに、上記した本実施例の構成によれば、ＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂを通じて流
れる電流及びＮＭＯＳＦＥＴ１４ａを通じて流れる電流、つまりカラムドライバＩＣ５の
出力電流を定電流化する第１及び第２の定電流回路１２及び１４が設けられているから、
それの出力電流の急激な変化が抑制され、これにより高周波電流が抑えられて高周波ノイ
ズが発生し難くなるものである。この場合、第１及び第２の定電流回路１２及び１４など
を含んで成る電源電圧切替回路６は、制御ＩＣ７と共にカラムドライバＩＣ５の外付け回
路として構成できるから、当該カラムドライバＩＣ５として市販されている汎用ドライバ
ＩＣを利用できるようになり、結果的に新たなチップ設計などを行う場合に比べてコスト
アップの大幅な抑制を実現できるようになる。また、第１及び第２の定電流回路１２及び
１４は、負帰還抵抗とスイッチング手段（ＭＯＳＦＥＴ）とを組み合わせた簡単な回路構
成で済むから、コストダウンに寄与できることになる。
【００４０】
　（その他の実施の形態）
　尚、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、例えば以下に述べるような変
形或いは拡大が可能である。
　駆動対象としてドットマトリクス型の無機ＥＬ表示パネルの例を挙げたが、データ電圧
駆動回路を通じて駆動されるキャラクタディスプレイ型の無機ＥＬ表示パネルに適用でき
る。この場合には、オン状態でデータ電圧駆動回路に電源電圧を与える第１のスイッチン
グ手段と、オン状態で無機ＥＬ表示パネルの画素の充電電荷を放電させる第２のスイッチ
ング手段と、第１のスイッチング手段を通じて流れる電流及び前記第２のスイッチング手
段を通じて流れる電流の少なくとも一方を定電流化する定電流回路と、外部から与えられ
る画像データに基づいて前記データ電圧駆動回路の出力段回路をオンした状態で前記第１
のスイッチング手段をオンすると共に、前記第２のスイッチング手段をオフし、その後に
所定の表示時間が経過したときに第１のスイッチング手段をオフして第２のスイッチング
手段をオンする制御を行う制御手段を設ける構成とすれば良い。
【００４１】
　また、駆動対象は無機ＥＬ表示パネルに限らず、容量性の画素を備え且つ比較的高い電
圧で駆動される表示パネル（例えばプラズマディスプレイパネル）が駆動対象であっても
良いものである。
　前記実施例では、第１及び第２の定電流回路１２及び１４を設ける構成としたが、これ
ら定電流回路の１２及び１４の一方のみを設ける構成としても良く、このような構成とし
た場合でも、ある程度のノイズ低減効果が得られる。尚、例えば、第１の定電流回路１２
を設けない場合（図１における抵抗１２ａを除去した場合）には、ＰＭＯＳＦＥＴ１２ｂ
として、そのオン抵抗がカラムドライバＩＣ５内のＭＯＳＦＥＴ１０、１１より十分に大
きなものを選ぶことにより、ノイズ低減を図り得るものであり、同様に、第２の定電流回
路１４を設けない場合（図１における抵抗１４ｂを除去した場合）には、ＮＭＯＳＦＥＴ
１４ａとして、そのオン抵抗が十分に大きなものを選べば良いものである。
【００４２】
　前記実施例では、交流駆動の例で説明したが直流駆動であっても同様の効果が得られる
ものである。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の一実施例を示す要部の回路構成図
【図２】全体構成を示す機能ブロック図
【符号の説明】
【００４４】
　１は無機ＥＬ表示パネル、２は電源回路、３はロウドライバＩＣ（走査電圧駆動回路）
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、４は走査電圧極性切替回路、５はデータドライバＩＣ（データ電圧駆動回路）、６は電
源電圧切替回路、７は制御ＩＣ、９は出力段回路、１２は第１の定電流回路、１２ａは抵
抗（負帰還抵抗）、１２ｂはＰＭＯＳＦＥＴ（第１のスイッチング手段）、１４は第２の
定電流回路、１４ａはＮＭＯＳＦＥＴ（第２のスイッチング手段）、１４ｂは抵抗（負帰
還抵抗）を示す。

【図１】 【図２】
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